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体
たい

には、NPO法人および認
にん

定
てい

NPO法人がふくまれます。NPO法人は、NPO法人（特定非
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営
えい

利
り

活動法人）

制
せい

度
ど

にもとづき、団体の名前で契
けい

約
やく

や取引ができる法
ほう

人
じん

格
かく

を得
え

た団体です。認定NPO法人は、NPO法人のなかでも、その団体に寄
き

付
ふ

した人

が税
ぜい

の優
ゆう

遇
ぐう

を受けられる団体です。

　NPO法人は特定非営利活動法人ともよばれますが、この本ではNPO法人と記します。また、各団体の種類は「団体データ」内の「団体名
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ボランティアとS
エスディージーズ

DGs
　2015 年 9 月 25 日の国連サミットで、地球環

かん
境
きょう

を保
ほ

全
ぜん

しながら発
はっ

展
てん

をつづけるための目標「持続可
か

能
のう

な開発目標（S
エスディージーズ
DGs）」が採

さい
択
たく

されまし 
た。SDGs は、2016 年から 2030 年の 15 年間で国連加

か
盟
めい

国
こく

が達
成すべき17 の目標（ゴール）と169 のターゲット（ゴールにいたるた
めの具体的な課題）で構

こう
成
せい

されています。17 の目標は、国だけでな
く企

き
業
ぎょう

や市民が参加し、社会全体で達成をめざすものとされています。
　本書では、ボランティアの活動を SDGs の観点からとらえ、
SDGs のどの目標にかかわるかを右のアイコンでしめしています。
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一つ屋根の下での活動が原点

O
オ ー プ ン
PEN J

ジ ャ パ ン
APAN の活動の原点は、1995 年の阪

はん
神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のときに
生まれた支

し
援
えん

団
だん

体
たい

「神
こう

戸
べ

元
げん

気
き

村
むら

」です。2011 年の東日本大震災直後に、
その仲間たちが宮城県石

いしの
巻
まき

市
し

に結集し、そこで出会った 2 人が「ボラン
ティア支

し
援
えん

ベース絆
きずな

」を立ちあげました。
支援活動の拠

きょ
点
てん

（ベース）として石巻市内の集会所を借りあげ、一つ屋
根の下で食事やねとまりをともにしながら、朝になるとそれぞれの活動現

げん

場
ば

に出むきました。夕方、ベースにもどってくると、その日の活動内
ない

容
よう

や
こまっていることなどを報

ほう
告
こく

しあい、それを
ときには被

ひ
災
さい

者
しゃ

をふくむ人たちみんなで共有
し、解

かい
決
けつ

のためのアイディアを出しあう。こ
れをくりかえしたのです。そこではおたがい
の泣いた顔、おこった顔、こまった顔、笑っ
た顔など、さまざまな顔が見られ、「明

あ す
日のく

らしを少しでもよくしていきたい」という思
いで、さまざまなところから集まってきた人
たちが真

しん
剣
けん

に向きあうすがたがありました。

被
ひ

災
さ い

地
ち

への緊
き ん

急
き ゅ う

支
し

援
え ん

を
顔の見えるつながりで行う
O
オ ー プ ン

PEN J
ジ ャ パ ン

APAN

災
さい

害
がい

の復
ふっ

旧
きゅう

活動は、被
ひ

災
さい

地
ち

の人たちだけではできません。現
げん

地
ち

の行
ぎょう

政
せい

や社会福
ふく

祉
し

協議会などの組
そ

織
しき

を

中心に、全国からかけつけた個
こ

人
じん

や団
だん

体
たい

、企
き

業
ぎょう

などがボランティアとして協力し、必要とされる支
し

援
えん

を行うことで、少しずつ復旧の方向へと動いていきます。O
オ ー プ ン

PEN J
ジ ャ パ ン

APAN は個人や組織による横のつ

ながりを全国にもつボランティア団体として、被災者といっしょに災害支援を行っています。

災
さい

害
がい

緊
きん

急
きゅう

支
し

援
えん

ボランティア

人や組
そ
織
しき
どうしの

つながりをつくって
支
し
援
えん
しているんだね。

団
だん

 体
たい

 名
めい

 称
しょう

 一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

 O
オ ー プ ン

PEN J
ジ ャ パ ン
APAN

設
せつ

　　　立
りつ

 2012 年
所
しょ

　在
ざい

　地
ち

 宮城県石
いしの

巻
まき

市
し

駅
えき

前
まえ

北
きた

通
どお

り 1-5-23
電
でん

　　　話
わ

 0225-92-7820
フ ァ ク ス  0225-92-7820
メ　ー　ル info@openjapan.net
ホームページ http://openjapan.net

団
だん

体
たい

データ
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その後、東日本大震災からまる 1 年がたっ
た 2012 年 3 月を機に、OPEN JAPAN として
再
さい

出
しゅっ

発
ぱつ

しました。この名前は「開け！　ニッ
ポン」という意味で、日本を切りひらいてい
くという願いがこめられています。

長期滞
た い

在
ざ い

して、いまここに
必要な支

し

援
え ん

を行う

日本各地には多くの災
さい

害
がい

復
ふっ

旧
きゅう

支
し

援
えん

のボラン
ティア団

だん
体
たい

がありますが、O
オ ー プ ン
PEN J

ジ ャ パ ン
APAN の

特
とく

徴
ちょう

は、現
げん

地
ば

に自分たちの活動拠
きょ

点
てん

をもうけ
たうえで、ボランティアの仲間たち（個

こ
人
じん

や
組
そ

織
しき

）が必要におうじてプロジェクトを組みながら、滞
たい

在
ざい

型
がた

の支援を行っ
ていることです。

たとえば、災
さい

害
がい

が起こると、1 日〜 2 日のうちに OPEN JAPAN のスタッ
フが被

ひ
災
さい

地
ち

に向かいます。1 つの災害の被災地はふつう 1 か所ではあ
りません。大事なのは、どの被災地に向かうかということです。OPEN 
JAPAN の場合は、ボランティアが集まりにくそうなところ、交通の便の
悪いところ、高

こう
齢
れい

者
しゃ

の多いところ、地
ち

域
いき

のもともとのつながりが弱そう
なところなどに出むくようにしているといいます。

被災地に着いたスタッフは、地元の行
ぎょう

政
せい

や社会福
ふく

祉
し

協議会などの担
たん

当
とう

者
しゃ

から、被災状
じょう

況
きょう

や必要とされる支援内
ない

容
よう

を聞きとります。現地の人たちも突
とつ

然
ぜん

の災
害で何をしてよいかわからないことがあり、
そんなときは応

おう
急
きゅう

的
てき

な対
たい

応
おう

をいっしょに考
えたり、災害ボランティアセンターの開

かい
設
せつ

や運
うん

営
えい

などを手
て

伝
つだ

います。また、復
ふっ

興
こう

活動
を公的な費

ひ
用
よう

で行うのか、被災者個人の費
用で行うのかによっても支援のしかたが変
わるので、国の災害支援制

せい
度
ど

を利用するか
どうかなど、いくつもの方法を組みあわせ
るコーディネート力がもとめられます。

必要におうじて、災
さい

害
がい

ボランティアセンターの会合に O
オ ー プ ン

PEN J
ジ ャ パ ン

APAN のスタッ

フが参加します。

副代表の肥
ひ

田
だ

 浩
ひろし

さんに
聞きました

　東北出身、3 月 11 日が誕
たん

生
じょう

日
び

という
こともあり、東日本大

だい

震
しん

災
さい

のあと愛知県
から宮城県に行きました。3 日間の予定
だったボランティアが、気がついたら

O
オ ー プ ン

PEN J
ジ ャ パ ン

APAN に加わっていて、被
ひ

災
さい

地
ち

から被災地へ
とうつっていく「住所不定の車

しゃ

中
ちゅう

泊
はく

生活」がつづいて
います。災

さい

害
がい

ボランティア活動には不思議な力があり、
自分たちがだれかに助けられると、こんどはそれをだ
れかにしてあげたくなる人が多いです。「過

か

去
こ

から未来
への恩

おん

送
おく

り」とでもいうのでしょうか。
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土
ど

砂
しゃ

くずれの現
げん

場
ば

では、各地か

らかけつけたボランティアが重

機を使って、住
じゅう

宅
たく

におしよせた

土砂をとりのぞきます。

団
だん

体
たい

スタッフの声
手
て

代
しろ

千
ち

賀
か

さん

　2014 年 8 月豪
ごう

雨
う

による、広
島土

ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

の被
ひ

災
さい

地
ち

に出かけた
のが、はじめてのボランティア
でした。それまでは「ボランティ
ア＝体を使う肉体労働」と思っ

ていたのですが、被災地に「人」のくらしがあった
ことを知り、心が大きくゆさぶられました。O

オ ー プ ン

PEN 
J
ジ ャ パ ン

APAN のスタッフになって 4 年めですが、いろい
ろな人の生きかたに出会い、刺

し

激
げき

的
てき

すぎる毎日をす
ごしています。この経

けい

験
けん

を自分だけのもので終わら
せないようにしたいと思っています。

同時に、災
さい

害
がい

現
げん

場
ば

を見て歩きます。道路や
庭での土

ど
砂
しゃ

の撤
てっ

去
きょ

が必要なら、工事に使うよ
うな重機を運びいれ、資

し
格
かく

をもつ人が操
そう

作
さ

し
ます。どろ水などでよごれてしまった家を再

さい

建
けん

するときは、O
オ ー プ ン
PEN J

ジ ャ パ ン
APAN がかべをはがす

までの作業をしたうえで、大工さんに引きわ
たします。

OPEN JAPAN はさまざまな専
せん

門
もん

技
ぎ

術
じゅつ

をもっ
ているボランティアと連

れん
携
けい

して活動していま
すが、直

ちょく
接
せつ

声をかけることはしないそうです。
声をかけると、そこに行けない場合に返事が
しづらいという、ボランティアならではの気
持ちを察しているからです。代わりに、被

ひ
災
さい

地
ち

の写真を SNS にアップします。経
けい

験
けん

豊
ほう

富
ふ

な
ボランティアは、その写真を見れば必要とさ

れる支
し

援
えん

が想
そう

像
ぞう

できます。能
のう

力
りょく

や時間的な問題をふまえ、参加できそう
だと思ったときに、OPEN JAPAN に参加の意思表

ひょう
示
じ

をします。
美
び

容
よう

師
し

や調
ちょう

理
り

師
し

などの資格をもつ人が行う、被災者の生活をささえる
活動もあります。被災地では時間の経

けい
過
か

とともに必要となる支援が変わ
り、特別な技術をもっていなくてもできる活動もたくさんあります。生
活が落ちついてくると、被災者のそばでじっくりと話を聞く人がもとめ
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避
ひ

難
なん

所
じょ

では、よく子どもたちに絵本の読みきかせをします。

団
だん

体
たい

スタッフの声
川
かわ

島
しま

莉
り

生
き

さん

　親が東日本大
だい

震
しん

災
さい

で被
ひ

災
さい

した
福島県の子どもたちを徳島県に
招
しょう

待
たい

し、中学生だった自分も
いっしょに遊んだことがあって、
2012 年以

い

降
こう

、東日本大震災の
被
ひ

災
さい

者
しゃ

支
し

援
えん

にかかわっています。サッカーが好きで
ドイツに留

りゅう

学
がく

していたのですが、コロナ禍
か

で 2020
年春に帰国し、O

オ ー プ ン

PEN J
ジ ャ パ ン

APAN のスタッフになりまし
た。被災地では力仕事のほか、お年よりや子どもた
ちの話し相手もしています。自分のような若

わか

い者に
もできるボランティアがあることを伝えたいです。

られます。ときには心が晴れる楽しいイベン
トも必要です。OPEN JAPAN は地元の人たち
といっしょに、水害被災地で解

かい
体
たい

される家に
子どもたちが絵をかくイベントを行いました。
被災した子どもたちが思いきり好きな絵をか
いて、大成功だったといいます。

制
せ い

度
ど

と災
さ い

害
が い

支
し

援
え ん

団
だ ん

体
た い

が
手をとりあう

O
オ ー プ ン

PEN J
ジ ャ パ ン
APAN の活動は、全国各地の支

し
援
えん

者
しゃ

（個
こ

人
じん

や企
き

業
ぎょう

など）からの寄
き

付
ふ

金
きん

でささ
えられています。寄付は毎月定

てい
額
がく

制
せい

または
個
こ

別
べつ

になど、さまざまなかたちでできます。
被
ひ

災
さい

地
ち

にかけつけるだけでなく、活動に必要な資
し

金
きん

や物品の寄付とい
う援

えん
助
じょ

の方法もあるのです。
寄付金の使い道は、スタッフが被災地で活動するための燃

ねん
料
りょう

代
だい

や機
械のリース代がいちばん多くなっています。ただ、団

だん
体
たい

に属
ぞく

してはた
らくスタッフへの給料はじゅうぶんにしはらえていないのが現

げん
状
じょう

で、
現
げん

地
ち

にかけつけるボランティアの移
い

動
どう

費
ひ

などは個人負
ふ

担
たん

が原
げん

則
そく

です。 
OPEN JAPAN が発足して 10 年あまり。たくさんの支援者や活動参

加者にめぐまれていますが、副代表の肥
ひ

田
だ

浩
ひろし

さんは「ボランティアの限
げん

界
かい

を感じている」といいます。最近の自然災
さい

害
がい

は規
き

模
ぼ

が大きくなり、か
つひんぱんに起こっているので、法

ほう
制
せい

度
ど

やしくみの見なおしが必要です。制度
と災害支援団

だん
体
たい

がどのように手をとりあ
えるのかが大きな課題になっています。

災害が起こると、それまでおさえら
れていた社会のフタがとれて、弱い部
分があらわになります。「その先の笑

え

顔
がお

のために」を合いことばに、OPEN 
JAPAN の活動はこれからもつづいてい
きます。
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